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「数理・データサイエンス・AI ／リテラシーレベル」に
対応した新しいテキストが登場！

ファーストステップ 
AI・データサイエンスの基礎
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ファーストステップシリーズは、コンピュータを初めて本格的に
学ぶ大学生・高専生を対象にしたものです。シリーズの中で、本書は、
政府の「AI 戦略 2019」によって、すべての大学・高専生が習得す
べき「数理・データサイエンス・AI ／リテラシーレベル」として策
定されたモデルカリキュラム（2024 年２月改訂）に準拠した内容の
テキストです。特に、コンピュータに関する学習をこれから始める
文系学部の学生の皆さんにとっても、分かりやすく学んでいただけ
るように配慮しました。

本書では AI やデータサイエンスの知識や仕組みについて、事例
や図解を使って具体的に説明しています。また、それらがどのよう
に使われ、どんな有効性があるのか、反面、どんな問題があるのか
についても示しました。AI・データサイエンスを 1 から学ぶために
この上ない一冊です。

著者：池田 瑞穂
仕様：B5判・並製・モノクロ（電子書籍フルカラー）
         本文250頁
印刷版・電子版価格：2,700円（税抜）
ISBN：978-4-7649- 6052-7　C3004
発行：近代科学社Digital
発売：近代科学社
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大手企業において、SI（システムインテグレーション）事業、パッケー
ジ開発事業に関わり、プロジェクトマネージャとして従事。また、社会
人向け情報技術教育事業に従事。
企業でのIT関連職務を経て、関西学院大学共通教育センター、京都大学
大学院農学研究科生物資源経済学専攻、神戸大学数理・データサイエン
スセンターにて、教員・研究員として、理系・文系を問わず、情報科学
を専門としない様々な専門領域の学生に対する情報技術教育や研究に従
事。
主な研究分野は、データマイニング、データ分析、学習者の特徴分析、
教材コンテンツの評価などの教育工学および、データサイエンス。
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近代科学社Digitalは、株式会社近代科学社が推進
する21世紀型の理工系出版レーベルです。デジタル
パワーを積極活用することで、オンデマンド型のス
ピーディで持続可能な出版モデルを提案します。
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　本書は、情報技術に対してさまざまな観点から解説することで、文理
問わずスムーズに理解できるよう構成されています。各章ごとに
「NOTE」、「チェック問題」、「実習」、「ほのぼの IT 教室」、「memo」、「チャ
レンジ」などの課題や参考情報を多く設け、実用的な教科書としても利
用することができます。情報リテラシー入門を卒業し、専門知識へ一歩
踏み込もうとしている人や少し躊躇している人の背中を押してくれる一
冊です。
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